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昨
年
１２
月
４
日
に
、
参
議
院
全

会
一
致
で
、
国
連
の
障
害
者
権
利

条
約
が
承
認
さ
れ
、
国
内
に
お
い

て
は
、
２
月
１９
日
よ
り
、
効
力
が

発
生
す
る
予
定
で
す
。 

 

２
０
０
２
年
国
連
の
第
１
回
ア

ド
ボ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
、
約
１０
年

の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
６
年
に
条
約
は
、
不
可

で
あ
ろ
う
と
言

わ
れ
ま
し
た
が

採
択
さ
れ
、
国

内
に
お
い
て
は
、

千
葉
県
が
差
別

禁
止
県
条
例
を

制
定
し
、
翌
年
に
国
は
、
国
連
で

条
約
批
准
の
署
名
を
し
ま
し
た
。 

 

当
時
、
拙
速
な
批
准
は
せ
ず
、

国
内
法
整
備
を
求
め
、
政
権
が
民

主
党
に
変
わ
り
、
２
０
１
０
年
１

月
７
日
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法

違
憲
訴
訟
団
と
の
基
本
合
意
文
書

が
交
わ
さ
れ
、
内
閣
府
に
障
が
い

者
制
度
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ

れ
、
当
事
者
団
体
等
が
、
半
数
の

部
会
が
置
か
れ
て
障
害
者
基
本
法

の
改
定
、
総
合
福
祉
法
の
骨
格
意

見（
総
合
支
援
法
に
変
え
ら
れ
る
）、

２
０
１
６
年
４
月
１
日
施
行
に
む

け
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
１
月
２０
日
、
国
連
事
務
局

に
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
書
の

寄
託
を
行
い
、批
准
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
月
２２

日
官
報

に
公
布
さ
れ
、
と
も

あ
れ
、
第
１
ラ
ウ
ン

ド
は
終
わ
り
、
２
年

後
の
見
直
し
を
目
指

し
て
第
２
ラ
ウ
ン
ド

が
始
ま
り
ま
す
。 

 

安
倍
政
権
の
誕
生
に
伴
い
、
憲

法
改
正
を
見
据
え
た
上
で
国
民
投

票
法
の
改
正
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
、
特
定
秘
密
保
護
法
、

昨
年
１２
月
１３

日
に
公
布
さ
れ
、

１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。 

 

自
民
党
と
、
連
立
政
権
を
組
む

公
明
党
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
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（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の
同
県
名

護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
が
、
争
点

と
な
っ
た
、
１
月
１９
日
の
名
護
市

長
選
で
、
移
設
推
進
派
へ
の
推
薦

要
請
を
拒
否
し
た
よ
う
に
、
集
団

的
自
衛
権
の
問
題
で
も
、
厚
い
壁

と
な
り
つ
つ
有
り
ま
す
が
、
油
断

は
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
の
、
早
期
妥

結
に
向
け
、
日
米
両
政
府
の
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
中
で
、
消
費

税
が
４
月
１
日
よ
り
、
８
％
に
な

り
、
２
年
後
に
１０
％
で
す
。 

 

日
銀
は
、
金
融
政
策
を
現
状
維

持
、
２
％
達
成
の
シ
ナ
リ
オ
を
堅

持
し
、
円
安
の
中
で
実
態
の
無
い

株
高
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

国
民
の
可
処
分
所
得
は
、
低
迷

で
社
会
保
証
制
度
改
革
を
進
め
、

更
な
る
負
担
を
強
い
ら
れ
る
、
状

況
で
す
。 

 

遅
れ
ま
し
た
が
、
第
３７
回
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
福
岡
大
会
の
福
岡
県
支

部
会
員
の
皆
様
及
び
、各
県
支
部
、

関
係
者
の
方
々
に
は
、
大
き
な
ご

協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

大
会
で
議
論
さ
れ
た
、
障
害
者

差
別
禁
止
条
例
は
、
福
岡
県
に
お

い
て
も
、
他
団
体
等
と
連
帯
し
、

策
定
を
目
指
し
て
、
行
き
た
い
と

考
え
ま
す
。 

 

尚
、
全
脊
連
本
部
も
、
４
月
１

日
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
の
移
行

が
決
定
し
ま
し
た
。 

 
福
岡
県
支
部
と
し
て
も
、
方
向

性
を
明
確
に
し
て
、
再
構
築
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

本
年
は
、
午
年
で
す
。
左
右
に

振
れ
な
い
様
に
、
手
綱
を
し
っ
か

り
と
握
り
、
本
年
も
邁
進
し
ま
し

ょ
う
。 

 
 

日
本
国
は
、
２
０
１
４
年
１
月

２０
日
、
国
連
事
務
総
長
に
「
障
害

者
権
利
条
約
」（
以
下
「
本
条
約
」

と
い
う
。）
の
批
准
書
を
寄
託
し
、

そ
の
批
准
は
、
同
日
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
条
約

が
我
が
国
に
つ
い
て
効
力
が
発
生

す
る
の
は
、
本
条
約
の
規
定
に
従

い
、
１
月
２０
日
の
批
准
書
の
寄
託

か
ら
３０

日
目
の
日
で
あ
る
本
年

２
月
１９
日
と
な
り
ま
す
。 

本
条
約
の
批
准
は
、
１
月
２２
日

付
の
『
官
報
』(

号
外)

に
公
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
条
約
は
、
２
０

０
６
年
の
第
６１

回
国
連
総
会
に

お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
の
あ
る

人
の
尊
厳
や
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
採
択
さ
れ
た
人

権
条
約
で
す
。「
障
害
者
が
完
全
、

か
つ
、
公
平
に
社
会
参
画
が
で
き

る
に
は
、
社
会
全
体
が
そ
の
ニ
ー

ズ
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
本
条
約
に
は
あ
り
ま
す
。 

我
が
国
は
２
０
０
７
年
に
条
約

に
署
名
し
、今
日
に
至
り
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
の
過
程
は
過
去
の
本
稿

に
連
載
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
本
条
約
の
批
准
（
締

結
）
に
つ
き
、
概
観
す
る
時
を
も

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
条
約
が
必
要
な
の
か 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に

よ
る
と
、
こ
の
地
球
上
の
全
人
口

の
１５
パ
ー
セ
ン
ト
（
１０

億
人
）

以
上
の
人
た
ち
が
、
何
ら
か
の
障

障
害
者
権
利
条
約
に
関
す
る
一
考
察 

（
そ
の
２５
） 

文
化
体
育
部
長 

久
保 

親
志 
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３０

年
近
く
運
転
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
頸
椎
症
性
脊
髄
症
（
以

下
：
頚
椎
）
の
悪
化
に
よ
り
運
転

を
断
念
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
数
年

の
間
で
普
通
乗
用
車
へ
の
移
乗
も

困
難
に
な
り
、
家
族
や
夫
婦
で
の

外
出
、
社
会
参
加
な
ど
の
活
動
も

自
か
ら
遠
ざ
か
り
引
き
こ
も
る
事

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
頚

椎
の
悪
化
か
ら
呼
吸
困
難
を
併
発

す
る
よ
う
に
な
り
思
い
切
っ
て
手

術
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

手
術
治
療
の
結
果
、
症
状
が
緩

和
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
外
出

意
欲
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
、

個
人
で
福
祉
車
両
を
所
有
し
活
動

さ
れ
て
い
る
筑
後
支
部
長
に
相
談

を
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
福

祉
車
両
の
購
入
を
検
討
し
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
の
時
、
通
院
な
ど
の
際
に
利

用
し
て
い
る
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利

便
性
や
、
夫
婦
の
障
害
を
考
慮
し

た
機
能
を
満
た
す
福
祉
車
両
の
選

定
に
入
り
、
商
品
の
特
長
か
ら
し

て
新
車
を
視
野
に
入
れ
て
選
別
を

始
め
ま
し
た
が
、
夫
婦
の
ニ
ー
ズ

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
新
車
は
予

算
を
上
回
り
手
が
出
せ
ず
、
中
古

車
で
も
３
年
落
ち
（
平
成
２３

年

式
）
の
物
が
１
８
０
０
Ｃ
Ｃ
ク
ラ

ス
の
新
車
と
同
じ
価
格
に
な
り
選

定
に
苦
慮
し
ま
し
た
。 

 

販
売
店
や
知
人
に
相
談
し
た
り

も
し
ま
し
た
が
、
福
祉
車
両
は
特

殊
車
両
の
た
め
良
い
情
報
が
得
ら

れ
ず
苦
慮
し
て
い
る
な
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
中
に
偶
然
希

望
に
叶
う
車
が
あ
り
ま
し
た
。  

 

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
危
う

さ
を
考
え
る
と
足
踏
み
を
し
て
決

断
を
下
せ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、

商
品
内
容
の
魅
力
を
考
え
る
と
諦

め
き
れ
ず
販
売
店
へ
問
い
合
わ
せ

を
し
て
み
ま
し
た
。 

 

販
売
店
が
中
国
地
方
の
日
産
自

動
車
系
列
店
で
私
の
希
望
や
購
入

条
件
・
支
払
条
件
を
提
示
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
も
か
ま
わ
な

い
と
の
事
で
、
わ
ざ
わ
ざ
自
宅
ま

で
商
品
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ
て

体
験
試
乗
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
な
り
、
地
元
の
日
産
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
話
し
を
通
し
て
購
入
に
至

り
ま
し
た
。
選
定
当
初
か
ら
心
配

し
て
い
た
車
両
価
格
は
、
展
示
車

両
商
品
と
い
う
こ
と
で
、
思
っ
た

よ
り
低
価
格
で
購
入
で
き
、
ネ
ッ

ト
販
売
の
危
う
さ
を
考
え
る
と
少

し
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
商
品
の
買
物
が
よ
く
出
来

た
も
の
だ
と
思
い
、
た
ま
た
ま
運

が
よ
か
っ
た
の
か
も
！
と
喜
ん
で

い
ま
す
。 

 

 

福祉車両の 

購入について 

 
筑後支部 HJ 
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自
分
で
運
転
す
る
の
を
断
念
す

る
時
の
思
い
は
今
で
も
思
い
出
せ

ば
辛
い
も
の
で
し
た
が
、
福
祉
車

両
が
我
が
家
に
来
て
以
来
、
半
ば

諦
め
て
い
た
妻
と
一
緒
の
外
出
や

家
族
み
ん
な
で
の
外
出
、
社
会
参

加
な
ど
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、日
々
体
調
管
理
に
留
意
し
、

毎
々
外
出
の
嬉
し
さ
や
喜
び
を
妻

と
一
緒
に
か
み
し
め
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。 

 

【
車
両
の
概
要
】 

《
日
産 

セ
レ
ナ 

パ
ー
ル
ホ
ワ

イ
ト
》 

平
成
２３

年
式
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
２

０
０
０
ｃ
ｃ
（
６
人
乗
り
）、
リ
ア

リ
フ
タ
ー
、
助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ

プ
シ
ー
ト
式
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ナ
ビ
・
ワ

ン
セ
グ
・
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
・
Ｅ

Ｔ
Ｃ
等
フ
ル
装
備 

《
リ
ア
リ
フ
タ
ー
固
定
装
置
》  

 

リ
ア
リ
フ
タ
ー
の
固
定
装
置
は
、

従
来
の
前
後
４
ヶ
所
に
フ
ッ
ク
を

か
け
る
必
要
が
な
く
、
車
い
す
の

フ
レ
ー
ム
が
交
差
す
る
部
分
左
右

２
ヶ
所
に
か
け
、
ス
イ
ッ
チ
を
押

せ
ば
し
っ
か
り
と
固
定
が
出
来
、

介
助
者
に
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。 

 

（
写
真
：
リ
ア
リ
フ
タ
ー
固
定 

装
置
１
） 

  
 

 

（
写
真
：
リ
ア
リ
フ
タ
ー
固
定 

装
置
２
） 

  
 

福
脊
連
相
談
会
報
告 

 

福
岡
支
部 

坂
本 

一
憲 

平
成
２５
年
11
月
３０
日
に
、
ふ

く
ふ
く
プ
ラ
ザ
に
て
、
相
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
都
市
高
速
上
り
線
で

事
故
が
あ
り
、
一
部
通
行
止
め
の

ニ
ュ
ー
ス
が
、
朝
か
ら
あ
り
ま
し

た
の
で
少
し
心
配
で
し
た
が
、
昼

前
に
は
通
行
止
め
も
解
除
と
な
り
、

無
事
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
は
、
市
政
だ
よ
り
及
び
、

西
日
本
新
聞
に
掲
載
。
２
組
の
相

談
者
が
市
政
だ
よ
り
を
見
て
、
来

ら
れ
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、「
転

落
で
怪
我
を
し
て
、
将
来
に
不
安

が
あ
り
、福
祉
等
に
つ
い
て
」、「
怪

我
を
し
て
、
前
と
違
い
の
あ
る
、

ト
イ
レ
等
に
つ
い
て
」
の
相
談
を

受
け
ま
し
た
。 

相
談
し
て
、
少
し
安
心
し
た
と

笑
顔
で
帰
ら
れ
る
の
を
見
て
、
相

談
会
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。 
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編
集
後
記 

 

 

今
年
は
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
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福岡県総合福祉センター（クローバープラザ）内６階  
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E-Mail：fukusekiren-kasuga@cello.ocn.ne.jp 

■発行  九州障害者定期刊行物協会  頒価１００円（会費に 

含まれる）〒812-0054 福岡市東区馬出２－２－１８ 

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。 

《 今月の時事 》 

 改憲路線＝“ 戦争できる国づくり ”＝“ 強力に国民を統治する国家権力づくり ”＝

憲法 96 条の改訂論＝、集団的自衛権行使の合憲解釈＝武器使用の変換＝「国家安全保障

会議」＝「特定秘密保護法」という危険な国づくりへのレール。走り出したら止まらない。 

 さらには、教育改革も具体的に走り出した。課題（道徳教育・愛国心）を前提に「教育

の政治主導」へ抜本改革、教科書指針「尖閣・竹島は領土」との領土教育強化（中高）へ

の変換である。「世界の科学技術史に詳しい京都大学名誉教授で龍谷大学客員教授の山田慶

兒さん（81）が『海路としての（尖閣諸島）航海技術史上の洋上風景』で尖閣諸島の歴史

的風景を伝えている。～省略～山田さんは、『昔の船乗りの意識には国境のような壁はなく、

航海指針書は共有の知的財産で、尖閣諸島などの島々も航海中の道しるべとなる共有財産

だった。その歴史を知ってほしい。英知と勇気を持てば、道は開けるはず』と話している。 

 「同書は、直接販売のみ・2625円・（送料・税込み）電話075―761―2391」同記

事は、『朝日新聞2014年１月29日17面の「文化」の欄より抜粋。』領土問題・靖国問

題・従軍慰安婦問題は、歴史問題（戦争の傷痕）として「嫌中・増韓・反日」という、「憎

しみの連鎖、底流に在る差別」との提起もある。背景（根底）には、「戦争のプロパガンダ」

も観える。仮想敵国を想定し、戦争への恐怖感を煽動、「愛国心・軍隊の強化」への政策操

作も否めない。現実、前述したごとく、殆どの国が「軍隊をもつ、我が国が軍隊をもたな

い事が最も『不自然きわまりないこと』として、憲法を変え『戦争が出来る国』への暴走

は拍車をかける」。特定秘密保護法は、これからの社会は、“ 監視と委縮と沈黙の社会 ”

になるとの恐怖。抗するには、国民の『関心・監視・異議申し立て』が、重要な課題とし

て問われていることを肝に命じる。さらに、都知事選は、これからの「生活のあり方」を

問う選挙である。世界中が注目する選挙でもあること、「新たに東京都の変革を目指した立

候補者」の選択を都民にお願いしたい。「わだち」が届く頃には審判が下っているでしょう

が。（しん） 

 

 会員・賛助会員の皆様にお知らせです。『 わだち 』の原稿を募集しています。 

 意見・提言・新年・雑感など何でも可能。原稿を書いてくださる方は、事務所に 

 メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。どうぞよろしくお願いします。 


